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抄　　録
岩手県赤十字血液センターでは，検診医不足の解消と血液事業の理解を深

めるために，県が主導して設置している「いわてイーハトーヴ臨床研修病院
群」と連携し，県内すべての初期臨床研修医に研修の一環として検診業務を
依頼することを計画，実施した。

研修は２年間の計画とした。１年目は所長と医務課職員が研修病院へ出向
し，１年次研修医に対し座学で講義と情報提供を行った。その後，院長面談
も行った。２年目は検診実習を行った。その結果，平成29年度には２年次
研修医72名が合計228回の検診業務を担当した。このことにより，県内全
域での検診医確保や長期的な血液事業の理解が得られ，地域拠点病院との連
携の向上につながった。
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【はじめに】
検診医の確保や地域拠点病院との連携および輸

血医療の理解は，全国の地域血液センターの課題
である1), 2)。岩手県は全国で２番目に県土が広く，
とくに沿岸地区の医師が少ないため，検診医の確
保は極めて困難である。

岩手県赤十字血液センター（以下岩手センター
と略す）は，県内すべての２年次研修医に検診業
務を依頼することで検診医確保と血液事業の研修
を提供することができたので報告する。

【研修を行うにあたり】
岩手センターで研修を行うにあたり，厚生労働

省「新医師臨床研修制度における指導ガイドライ
ン」（平成17年）3)（図１）と「日本赤十字社血液セ
ンターにおける医師臨床研修ガイドライン」（平
成17年４月12日付血採第70号）を参考にした。
研修の目標は，無償の献血者に接する献血現場で
の検診業務を通じて，献血の尊さと輸血用血液製
剤の重要性を理解することとした。
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【対　　象】
岩手県では，県主導のもと「いわてイーハトー

ヴ臨床研修病院群」の名称で，県内12の臨床研修
病院が連携して初期臨床研修を行っている4)（図
２）。岩手センターは，すべての病院の研修協力
施設として登録し，臨床研修の一環として２年次
研修医に対し検診業務を依頼している。

【方　　法】
（１）研修のスケジュールと内容

１年次研修医に対し12月から３月の間に，検
診に関する事前講習会を行った。各病院に出向き，
所長と医務課職員が講師となり，座学で血液事業
の在り方や検診業務の内容，問診タブレットの操
作方法について説明した。さらに，献血時に発生
し得る採血副作用の特徴や病態を実際の心電図記
録などを提示し，病態に応じた対応方針などを概
説した（図３）。事前講習会終了後にアンケートの
記入を依頼し，事前講習会の内容改善につなげた。
また，事前講習会にあわせて，学術担当職員も同
行して院長面談を行い，各病院の診療状況や血液
の需要動向などの情報交換を行った。

（２）検診と評価
２年次の４月から検診業務を行った。研修医に

対する検診業務の評価は，「研修医評価票」を用い
て看護師が行った。内容は，マナー，安全管理，
責任感，コミュニケーション，処理能力に関する
13項目について４段階で評価した。この「研修医
評価票」は，２月頃，医務課がまとめ，所長の確
認後，各病院の臨床研修管理委員会へ報告した（図
４）。図１　�新医師臨床研修制度における指導ガイドラ

イン

第4章　到達目標
　II 経験目標
　　C.特定の医療現場の経験
　　　1) 救急医療
　　　2) 予防医療
　　　3) 地域保健・医療
　　　　① 保健所
　　　　② 介護老人保健施設・社会福祉施設
　　　　③-1 中小病院・診療所：中小病院プログラム例
　　　　③-2 中小病院・診療所：診療所プログラム例
　　　　④ へき地・離島診療所
　　　　⑤ 各種検診・健診の実施施設
　　　　⑥ 赤十字社血液センター

厚生労働省「新医師臨床研修制度における指導ガイドライン」平成17年

図２　岩手の臨床研修病院群（いわてイーハトーヴ臨床研修病院群）
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【岩手県地域医療構想】
二次保健医療圏における拠点病院
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【結　　果】
①献血バスの検診，献血ルームの検診，土日祝日
の献血ルームの昼時間帯の検診をそれぞれ１回と
すると，平成29年度は1,084回分の検診医が必要
であった。そのうち，研修医には献血バスの検診
と献血ルームの検診を依頼し，全体の21％にあ
たる228回を，11病院72名の研修医が担当した（図
５）。
②県北，県南，沿岸地区における検診医も確保で
き，研修医の血液事業への理解や地域拠点病院と
の連携の向上につながった。
③事前講習会では，研修医から，献血の尊さと血
液製剤が作られるまでの流れを学ぶ機会になっ
た，採血副作用の病態や対応について学ぶことが
できた等の感想が寄せられた。
④院長面談では，各病院の診療状況や需要動向な
どの情報が得られた。

【考　　察】
研修医に検診業務を依頼することにより，広域

の県土を有する岩手県で検診医を確保することが
できた5)。新医師臨床研修制度において，研修医
が献血検診医として血液事業に参画することは，
将来の輸血医療を担う医師の育成に極めて重要と
考えられる。また，地域の拠点病院である臨床研
修病院の院長と面談を行うことで，各病院の診療
の特徴や需要動向について情報が得られる他，血
液センターへの理解・連携に寄与したと考えられ
る。

現在，検診業務においては認定インタビュアー
制度が導入されているが6)，それぞれの地域の研
修医が参画することも今後の血液事業の運営にと
って有益であると考えられる。

図３　採血副作用の特徴と対応
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図４　初期臨床研修―検診医研修スケジュール（２年間の研修予定）

図５　検診医総数における研修医の割合（平成29年度）
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２年次

研修会（座学）
・場所：各病院

・担当：所長，医務課職員

・内容：
　①血液事業の在り方
　②検診業務の内容
　③副作用発生時の対応

検診業務（実習）
・献血会場への送迎は，タクシーを依頼する。

・「研修医評価表」は，業務を看護師が評価する。

評価表の提出
・「研修医評価表」を
　病院へ報告する。

・院長面談：
　学術担当職員も同行して，
　院長面談を実施

評価者　（〇をつける：　医師　・　看護師　・　その他）

評価者氏名

優れている 良い 努力が必要

より努力が

必要

1 誰に対しても誠実に接する 4 3 2 1

2 日常的な挨拶をする 4 3 2 1

3 身だしなみが適切である 4 3 2 1

4 礼儀正しい 4 3 2 1

5 貧乏ゆすり・居眠り・携帯いじりなどがほとんどない 4 3 2 1

安全管理 6 SOPを遵守する 4 3 2 1

7 時間・約束を守る 4 3 2 1

8 責任感をもって行動する 4 3 2 1

マナー

責任感

評価者　（〇をつける：　医師　・　看護師　・　その他）

評価者氏名

優れている 良い 努力が必要

より努力が

必要

1 誰に対しても誠実に接する 4 3 2 1

2 日常的な挨拶をする 4 3 2 1

3 身だしなみが適切である 4 3 2 1

4 礼儀正しい 4 3 2 1

5 貧乏ゆすり・居眠り・携帯いじりなどがほとんどない 4 3 2 1

マナー

医師必要数（平成29年度）

11病院72名の研修医に228稼働を依頼

献血場所

合計

①献血バス

②献血ルーム

③献血ルーム
　（土日祝日・13：00～14：30）

稼働数 検診医数（人）

N＝1,084人

病院勤務医
5％

常勤医師
嘱託医師
74％

研修医
21％612 612

363 363

109 109

1,084 1,084
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